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1 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・私たちは出会いに感謝し、人と人とのつながりの中で共に成長してまいります。
・私たちは常に向上心・探求心を持ち自己研鑽に都ため、目標に向かいチャレンジしてまいります。
・私たちは地域づくり、地域福祉に貢献します。

事業所名 放課後等デイサービス　キッズワンハート　東浦教室 作成日支援プログラム

・「自分を知り」「自分らしさ」を感じ取り自分の強みを知る経験を積み重ね、自信を持って自分を社会の中で表現できる様になる力を育むために、様々な地域社会や毎日の生活の場面の
中で他者を知る機会を増やしています。
・自分で今から何をするかを自由に選択できる環境を整える事で、周囲に惑わされずに自分自身で選択し自分らしく過ごせる力を育んでいます。
・学校や集団の中で期待されている事や指示の内容を目と耳から受け取り、理解し納得して行動できる様になる為に活動の予定を口頭と文字で伝えています。
・事業所内で子どもが能動的に考え大人に交渉して希望を叶える経験を積み重ねや、社会通念や一般的な常識を基礎に自分なりの考えに発展できる様に、大人も参加する子ども会議を開催
しています。
・本や資料を作成し性の学習会を定期的に開催しています。

・個別での面談やり取りや年齢に応じた本を用意し一緒に考える時間の中で、気持ちを相手に受け取ってもらいやすく、相手や関係性に応じた言葉の選択肢を増やしています。
・「相手だけ」「自分だけ」ではなくお互いに心地良い関係性を育み継続できる力の大切さを実感として意識できる様に、信頼できる大人とのやり取りを丁寧に積み重ねています。
・緊張や不安に襲われた時にもSOSを含め必要な人に表出できる様に、その子の強みをベースに具体的に方法を提案し言葉以外でも気持ちを表現するツールを増やしていきます。

・自分を知り相手の事も知る、大人になるために必要な人との相互的な関り方を事業所での小集団での活動を通して身につけていきます。
・社会の中で自分を表現する力や、自分らしく過ごす自分軸を意識できる力を育み職業の選択を増やすために色々な職種の大人と関わる機会や話を聴く機会を作っています。
・自分の年齢を意識して公共の場でどの様に振舞うのかを、外出などの社会体験の場を通して実践的な学びを積み重ねています。
・金銭感覚や社会の仕組み等を知り、自分の価値観を育みながら社会性を伸ばす為の買い物学習を行っています。
・ルールや乗り方を知り自分で移動し行きたい場所の選択肢を増やす為に、公共交通機関を使っての外出を実施しています。

支援方針
キッズワンハートでは、子どもたちにとって楽しく、安心できる場所と安心できる存在になれるように、ひとりひとりの話に耳を傾け、行動をよく観察し、寄り添い、気持ちを受け止めて
いくことを大切にしています。その子がその子らしくいられるように、家族、学校、地域の中でみんなが一つとなって支援させていただきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・制作活動/クッキング/おやつ作り/お買い物学習/車に乗っての公園への外出/外食練習/集団レクリエーション/スポーツ観戦/水遊び等
・季節のイベント：お花見/夏祭り/紅葉狩り/ハロウイン/クリスマス会/初詣/消防署での防災体験等
・ハロウインでは地域の放課後等デイサービス等の施設とお菓子交換の交流を実施

家族支援

きょうだい児支援（きょうだい児の相談の対応、きょうだい児との過ごしの時
間の保障の為の利用支援）
親支援（不安時の電話対応、支援方法の共有、定期的な面談の実施）
就労時間確保の為の延長対応（長期休暇中など）

移行支援

学童や児童クラブへの地域移行のための訪問と支援方法の共有
中学校・支援級・通常級の選択の際の支援
就労に向けた学習の為に、就労移行への訪問
就学先の選択肢を増やすために高校や専門学校や専修学校への情報収集

地域支援・地域連携

自立支援協議会への参加
所属の学校（地域・特別支援学校など）とのケース会への参加・主催
相談支援との連携
社会福祉協議会主催の高齢者施設との連携会議に参加、お互いの施設の訪問
近隣の事業所とのBCP計画の共有を実施し有事の際の対応を検討
災害時の避難先への訪問をし顔が見える関係を構築

職員の質の向上

強度行動障害基礎・実践研修の受講
社内外での虐待防止研修及びメンタルヘルス研修
事業所内でのケース検討会、地域の事業所と合同でのケース検討会
同法人内のセラピストからの専門知識の研修会と事業所での事例検討会
他事業所との交換研修会
初任・中堅・管理職ごとの研修
自立支援協議会主催の研修会
など

・ライフステージに応じた２４時間を自分たちでデザインできる力を育くむ為に、毎日の適度な運動と十分な睡眠時間、栄養バランスなど規則正しい生活をベースに毎日の生活を健康に過
ごすことの大切さを学べる同年齢の子どのたちの学習会の開催を大人が企画し実施しています。
・大人になる自分の心と体の変化に対応できる力を身につけるために、年齢に応じてどんな風にライフステージが変化していくのかを先輩の話や大人の話を実際に聞く機会を設けていま
す。
・活動に必要なエネルギーを蓄え、心のバランスを自分で調整し学校生活や学習に向かう力を蓄え、自分の心と体の不調や疲れに気づき休息できる空間を設けています。
・個別での面談を通して話を十分に聴く時間を設ける事で、葛藤やイライラやモヤモヤを溜めずに解消する自分なりの方法を身につける力を伸ばしています。
・電子機器を使わない遊びの時間の提供の中で、大人が心と身体が繋がっている事を伝え、ゲームやyoutubeに過集中しない時間を事業所で意図的に設定し頭を休める時間の大切を実践的
に伝えています。

・運動遊びを通して得られる身体を動かすことの気持ち良さやルールを事前に学べる事を運動の自信に繋げる事で、学校での体育への不安や苦手意識を解消し前向きに参加できる様になる
ベース作りの為に小集団での運動ができる環境を整えています。
・周囲を意識する力や協力して物事を達成する（勝利を得る）等の経験を積み重ねる為に、集団での運動を実施しています。
・大人が気持ちの視覚化をイラストや文字で伝える関りを通して、人それぞれに苦手・得意と感じる事や感覚そのものが異なる事を知り、自分で苦手な感覚を解消できる方法を選択できる
様になる事や、自分と同じように相手にも苦手さがある事を知りお互いに尊重できる力を伸ばしています。
・個人での製作活動の促進と、作品展を通して一つの作品をみんなで作り上げる製作活動を通して、個人と集団での感覚の表現方法のバリエーションを増やしています。
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